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1　本書紹介の視点

　このたび，『明治中期産業運動資料　第一・集農事調袖（編集大橋博）の第11巻として「岡

山県農事調査＝：知が刊行された。明治23年1月に開始された「農事調査」の結果は各府県

ごとの『農事調査書』としてとりまとめられ，農商務省に進達された。この各府県の『農

事調査害』から抜抄して作成されたのが，『農事調査表』巻ノ1，巻ノ2．である。　この

「農事調査」については，これは農業を中心とした生産，流通，土地所有，地主小作関係，農業

労働力や施肥状態等の各種統計や調査員の現況解説などその事項が多面的であるとともに，

それが実証主義に裏づけされていることのゆえに，「近代日本農業史研究に際して，資料的

に出発点的位置を占めているものと評価を得て」いるとされており（，1）わが国近代農業史研

究における重要な史料なのである。ところで，この各府県から進達された各府県の『農事

調査書』から抜抄して作成された『農事調査表』は活字印刷本として農商務省から刊行さ

れているほか，各府県の進達のうちの13府県分が印刷本であったが，31府県分は未刊行筆
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録本であって，これらはすぺて関東大震災で灰塵に帰してしまったという！2）これらの各府県

の『農事調査書』は，あるいは再び活版印刷本で復刻され，あるいは手書きのものが活版・

孔版などで刊行されたりしていて，それを閲読・利用することも可能となってぎていた。

しかし，このたびの『明治中期産業運動資料　第一集農事調査』においではじめて公刊さ

れる府県分のものもあるのであって，実にこの『岡山県農事調査書』もまたそのひとつな

のである。本書は吉岡金市氏の筆写本て所蔵）を底本とし，同氏校訂・解題であるが，同

書解題（一．明治二十一年岡山県農｝鮨周査の発兄，二。清書した岡山県農事1調査誉の紛失

と再生，三．明治維新後の岡山県行政管轄区域の変遷，四．郡別調査書完成と未完成地域

の特性，五．明治二十一一年岡山県農事調査の歴史的意義，六．農事調査・村是調査・産業

基本調査，七．小田県と北条県の岡山県への統合と高崎五六県令，6ページ）によると，

筆写した原文書は岡山県庁文書課で所蔵されていた「岡山県農事調査書原稿」で，それは

戦災時に県庁倉庫で焼失してしまったと推定されている。農商務省への進達分は震災時に

灰塵に帰し．その原稿もこれまた戦災で焼失してしまったであろうために，『岡山県農事調

査書』は吉岡金市氏等のごく少数者のほかには人目にふれることもなく，また，戦後の日

本近代史史料刊行の気運のなかでもこれまでに公開されることがないままであった。今般，

この吉岡金市氏の筆写本によって刊行されるにいたったことは，まことによろこばしいこ

とである。この刊行は，ことにわが国近代農業史．ヒにおいて重要な位置を占めてきた

岡山県のそれであることによって，わが国近代農業史・経済史研究における意義はいっそ

う大きく，これらの研究においてさまざまに活用されていくであろう。本稿はこの『岡山

県農事調査書』をめぐってひとつの紹介を行なうものである。

　ところで，筆者ば現在，戦前日本資本主義における地方産業史を…研究課題としており，

その一・一leeとして，戦前期岡山県における産業の発展過程の検討を行ないはじめている。こ

のような府県の産業の発展過程を検討する府県産業史の課題・方法等については，後日こ

れをあきらかにしたいが，とりあえずはつぎのように考えたい。すぐれた府県産業史であ

．る『福島県史』における近代産業史は，わが国産業を，国営軍事工業およびそれを補完す

る私的財閥企業の基軸産業と，これら基軸産業を支える支柱産業とにわけ，福島県の産業はい

ずれも後者であるとして，日本資本主義の発展の各段階における福島県の産業構造の推移

の検ii’　・tということからはじめている！3）ここに措定されているのは，基軸産業の展開を支え

る地方産業の，そのような構造的連関のもとでの発展過程の検討ということであろうが，
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そのことと，それが県民生活をどのように編制するかということが課題となるであろう。

　以上のごとき岡山県産業史の一環として，まず岡山県産業構造の推移を検討しているが，

この府県産業史の観点からこの『岡山県農事調査書』の史料的位置づけ・紹介を行ないたい。

　ここで戦前期岡山県の是詮業構造と地域的編成を瞥暫し．ておきたい。第1表は岡LLI県の農

r一構成比をみるものである。この年の岡山県の農工生産額は232，294円であるが，農業生産

額は43．8％を占める。全国の40．8％をうわまわっている。ここにあげた東京から兵庫まで

の主要工業府県はいずれも工業生産額比率は80％程度以上を占めている。他方，岡山以外の

中国諸県はこの農業生産額の比率はいっそう大きい。農業のウェイトの大きい農業県であ

る。つぎに工業内部の構成をみると　（第2表），岡山県は工業の比率が80．9％で全国の64．3

％をはるかにうわまわる。重化学工奨のウェイトは極端に小さい。主要工業県としてあげ

た諸府県が京都をのぞいていずれも軽工業の比率は全国の64，3％をかなり下まわり，重化

学早業のウェイトがたかい。中国諸県のなかには広島，山口のように重化学工業の比率が

全国の35．7％より大きいものもあるが，鳥取は岡山よりはるかに小さく，また島根も小さい。

広島の機械器具，山口の化学等が大きく，その特異な部門の発展が反映されている。これらと

ても農業生産額比率は大きいのであり，農業を主要産業としていることにかわりはない。

　第1表，第2表依拠史料である『大正9年工場統計表』によるとこの年の民営工場は総

数45，806工場，職工1，486，442入に対して，工場数344，職工数168，447人の官営工場が存在

している。第1表，第2表ともにこの官営工場分をふくんでいない。これらは多く主要工

業府県に集中しているのであって，これを加えるとこれら主要工業府県の工業のウェイトは

さらにたかくなるのである。これら主要工業府県に主として所在する基軸産業の発展をさ

さえるものとしての岡山県の産業の展開がみられるのである。

　以上，日本資本主義確立段階における岡山県産業構造の特徴を瞥見したが，ついでこ

のような産業構造の展開にともなう岡山県内部の地域的編成をみておく。第3表は岡山県

を旧国別の三つの地域についてみるものであるが，備前は農産のウェイトは32．9％で，全

県の39．8％をかなり下まわり，工料が全県の48，7％をうわまわる54．2％である。これに対

して美作は農灌が備前のそれの2倍に近い62．3％で農産のウェイトがきわめて大きく，工

産が備前の半分にも達しない。1人目たり生産額も全県76円95銭9厘のとき，備前は93円

95銭2厘，美作は59円9銭2厘で，美作が小さい。地域的差異は明瞭であって，産業構造

の展開とともに地域的編成がすすんでいるのである。
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第1表　主要工業府県・中国諸県の農工生産構成（大正9年〉

全　　国
主　要　工　業　府　県

東　　京 京　　都 大　　阪 神奈川

農業生産額
　　　円S030176，　　　　　　，

42，833 43，195 90，423 60，709農
工
生
産
額

工業生産額
　　　円
T，838，459 823，841 157，083 1，043，314 7　303、778

合　　　計
　　　円
X，868，635 866，674 200，278 1，133，737 363，487

曲　　、1「ム　　rr　　肯　葎P五

匀ﾙ3三圧重三．1
　％
S0．8 4．9 21．G 8．G 16．7

農
工
構
成
比 工業生産額

　％
T9．2 95．1 78．4 92．0 83．3

農業生産額
　　％
P00．0 1．1 L1 1．2 1．5

全
　
国
　
比 工業生産額

　　％
P00．0 14．7 2．7 17．9 15．2

註　1）　　『大正9年工場統計表』，　『第37次農商務統計表』より作成．

第2表　主要工業府県・中国諸県の部門別工業構成（大正9年）

主　要　工　業　府　県 中　　　国　　諸　　　県

全　国 東京 京都 大阪 神奈川 兵庫 岡山 広島 山口 島根 鳥取

染　　織 42．6％ 24．4 53．0 40．5 18．7 29．8 68．0 35．9 16．6 33．0 68．3

飲食物 ！3．5 11．4 ユ6．2 6．4 13．3 18．8 7．8 15．0 15．9 31．3 11．4

雑 8．3 14．2 5．9 8．7 8．3 6．0 5．1 7．！ 7．1 11．8 4．7

小　　計 64．3 50．0 75．0 55．5 40．4 圏54．6 80．9 58．1 39．6 76．0 84．4

機械器具 16．5 24．4 17．2 20．3 38．7 20．3 9．1 29．0 16．5 5．9 4．7

化　　学 16．0 22．9 7．0 ！6．8 15．2 18．1 7．4 9．7 39．5 11．2 5．7

特　　別 3．2 2．7 0．9 1．7 5．8 6．8 2．6 3．3 4．4 6L8 5．2

小　　計 35．7 50．0 25．0 44．5 59．7 45．4 19．1 41．9 60．4 24．0 ！5．6

合　　計 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

註　！）　　『大正9年工場統計表』より作成．
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中　　国　　諸　　県

兵　　庫 岡　　山 広　　島 山　　r．i 島　　根 鳥　　取

160061　　　，

101，807 ！09，919 81，512 67，903 35，037

694，861 130，487 112，948 34，777 9，693 12，549

854，922 232，294 222，867 116，289 77，596 47，586

18．7 43．8 49．3 70．1 87．5 73．6

81．3 56．2 50．7 29．9 12．5 26．4

4．0 2．5 2．7 2．0 1．7 0．87

11．9 2．2 1．9 0．68 0．16 0．21

第3表　岡山県地方別物産状況（大正3年）

物産額
生産額部門別構成比 1人あたり

ｶ　産　額
現住人口

農産 畜産 水産
林
産
屑
　
一
工産 鉱産

備　前
　　　人

S50，882
　　　　円
S2β61，434

　％
R2．9

　％

P．1

募
5
．
7

　％

Q．4

　％
T4．2

　％

R．7
FI銭厘
X3．95．2

備　中 528663　　，

37，050，288 39．6 1．2 ．1．6 3．3 50．8 1．7 70．8．3

美　作 225，419 13β20，570 62．3 2．3 0．4 25．6

v　」　　一　　　一　　　　一

　1，7 59．9．2

全　閉

〟@計
L204，964 92・732・292， 39．8 1．3 3．2

7．7

黶@｝

R．5 48．7 3．4 76．95．9

註　1）　　『大正3年岡山県統計書』より作戒．
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　このように，日本資本主義確立段階に形成されている岡山県の産業構造と地域編成の歴

史的展開という観点から，以下，この『岡山県農事調査書』の史料的位置づけ・紹介を行

なうのである。

2．明治前期の産業資料

　以上のごとく本稿は『岡山県農事調査書』の府県産業史の立場からの史料的位置づけを

行なおうとするものであるが，ここで，この『農事調査書』に先立つわが国産業資料につ

いてみておこうS4）

　まず，『明治7年府県物産表』と『明治10年全国農産表1をあげることができる。前者は

当時の府県ごとに，農産物，水産物，林産物，工産物，鉱産物のほかに，狩猟の捕獲物，

山野に自生する植物の採集物までのおよそあらゆる生産物について，収量と価額を把握し

たものであって，わが国最初の全国的な物産統計である。基準価格が明示きれていないと

いう問題点を有するが，ともかくも価額という同一基準で全生産物を把握しているのであ

って，これによって幕末・明治初期の産業構造，経済発展の特質を究明するためのいくっ

かの検討がなされてきているのであるIS）この『物産表』が廃止され，それにかわって作成

されたのが農産表であり，『明治10年全国農産表』において，全国的把握が可能となる。そ

こでは，旧国別に，普通農産物については反別，数量，対前年比増減；価額が，特有農産物

については数量，対前年比増減，価額が示されているほか，郡別として，普通農産物につ

いては反別，数量，対前年比増減，価額が，特有農産物については数量と単価が記されて

いる。ただしここには『明治7年府県物産表』で把握されていた工産物等はなくなり，農

産物と若干の農産加工物に限られた，まさしく農産表となっているのである。このように

農産物把握ではあるが，ここには反別記載があることによって，単位面積あたり生産高（反

収）を算出し得るのであって，農産物の種目別構成にとどまらずに，その生産力状況を窺

知し得るものとなっているのであり，これにもとつく研究もされまた行なわれてきている

のである！6）この『全国農産表』につづいては，明治14（！881）年設置の農商務省の明治16

（！883）年12月の「農商務通信規則」によって全国的な生産把握が行なわれていく。そこ

では農業については，農家，農業者，自作・小作人，自作・小作地別反別，作付・不作付

地，主要農産物の反別・収穫高・畜産頭数等の調査が府県別に行なわれる。また工業にっ
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いては，「工業通信事項及附録様式」によって，「工場表」にもとつく工場調査と，「製作及

製造品目表」による種目別工業調査とが行なわれていく！7）その結果が明治工7（1884）年度

分を第1次とする『農商務統計表』に記載され，また各府県の事情は，「農事通信手続によ

り農商務省へ報告する事実を記入Jすべきものとされる「府県統計表様式」にもとつく各

府県の『府県統計表』に記載されることになっているのである。しかし全国的調査結果を

記載する『農商務統計表』においては，わずかに第1次において，主要農産物の反別・収

穫，主要家畜の飼養頭数等とともに，作付地反別，自作・小作地反別，農作人（専業・兼

業別），自作主・小作主（自作・自小作・小作）の記載があるほかは，いずれの年度分に

も後脳の記載はなく，したがって当時の農業生産をめぐる社会的状況の把握をこの時期の

『農商務統計表』によって行なうには限界があるのである。わが国の農業統計はその後漸

次整備されていくが，農業生産状況の把握が大きく行なわれるのは，明治41（1898）年の

農会農事調査開始とそれの『農商務統計表』の記載によってであるといえる。また工業生

産についても，種目別工業調査で把握されているものはその種目が少なく，それを合計す

ることによっては当時の工業生産の把握はなし得ない。また「工場表」による工場調査は，

当畔はこの調査の対象となるものは全生産のなかのきわめて微少な部分にすぎないのであ

って，当時の工業生産を把握することはできない。わが国工業生産がほぼ網物的に把握し

得るのは明治42（1909）年の『工場統計表』によってであるが，それまでは一日分を把握

しているにすぎない。なお『府県統計書』は刊行それ自体が各府県によって同一ではなく，

むしろ20年代は刊行されない府県が少くないという状況であり，したがって，これによっ

て『農商務統計表』の欠落を補うということはできない場合が多いのである。

　明治21年目調査時点とする『農事調査書』はまさしくこのような時期に，全国いっせ

いに行なわれた多項目にわたる調査結果なのである。この時期の農業状況を知るうえで

重要な資料であり，したがってこれによるfiff究が早くから行なわれてきているのである〔§）

待に所有規模別戸数，経営規模別農家戸数等の統計把握は，後年明治41（1908）年の農会

調査の農事統計によって行なわれるまで，この間には全くないものであり，この間の農民

層の分解を把握するうえで共通に利用されてきているのである19｝
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第4表主要工業府県・中国諸県の物産構成（II月’i台7flモ）

主　　要　　工　　業　　府　　県 岡　　　山

全　　国

東　　京 京　　都 大　　阪 合　　計 岡　　山

米麦雑穀
％
4
9
．
6

34．6 18．3 21．0 55．1 62．7

疏菜・果実 3．3 5．4 1．2 0．47 1．6 1．6

加工原料作物 8．3 3．8 11．7 7．9 8．9 4．6

家畜・野獣 2．0 0．90 1．2 2ユ 3．3 0．08

林　　　廠　　物1　圏　　　　　　　　ダ」畠　　　　　　　　1「’

3．3 0．40 5．1 LO 2．4 2．5

水　　産　　物 1．9 2．4 0．11 0．33 2．1 3．9

肥料・飼料 1．1 0．01 6．3 1．7 1．3 0．6

飲　　食　　物 12．0 5．2 11．2 13．1 15．4 13．5

農産　加　工 1L9 5．5 15．2 17．1 6．2 7．8

林産　加　工 ユ．3 12．9 2．8 5．2 0．4 0．4

雑貨手芸品 髄　　　1．9 21．5 20．7 8．！ 0．7 ユ．4

陶　　漆　　器 0．8 L6 1．3 8．1 0．3 0．3

器具・船舶 1．3 0 3．0 8．9 0．6 0．3

その他加工品 0．2 4．6 1．0 2．9 0 0．01

金属・石鉱 ユ．．1 1．3 0．84 2．1 1．8 0．13

7合　　　計 　％
P00．0 1．00．0 100．0 100．0 100．0 100．0

　　円R701785，〔遅1 2，235，6ユ9 16，668，924 950，486 12，！18，039 3，603，630

農林水産物

％
6
8
．
9

47．5 37．7 33．7 74．0 75．6

工　　産　　物

％
3
1
．
1

52．5 62．3 66．3 26．0 ’24．4

註　1）　　『明治7年府県物産表』より作成，

　　　全国は古島敏雄『産業二一』（1966年　山川出｝三社）74ページ．

　2）　農林水産物は米麦雑穀から水産物までの合計に肥料・飼料の2分の1を加

　　　　工産物は飲食物から金属石鉱までの合計に肥料・飼料の2分の1を加えた
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県 他　　　　の　　　　中　　　　国　　　　諸　　　　県

北　　条 小　　田 広　　島 山　　　1．．．i 島　　根 浜　　田 鳥　　取

46．9 54．2
炉　48．8

42．4 48．3 49．3 56．8

1．8 L6 0．77 0．44 2．9 2．0 3．5

8．4 11．7
！　　6．7

20．5 4．6 3．6 9．6

10．6 2．0 5．1 1．7 3．2 5．6 3．4

4．4 1．4 4．9 4．5 8．2 6．4 2．5

0．1 L8 2．8 3．0 2．2 1．7 3．4

4．8 0．13 0．5 0つ2 LO 0．61 0．01

．　　10．1 19．1 12．2 9．5 8．6 6．8 7．1

6．4 5．0 11．4 15．5 8．9 12．8 7．7

1．0 0．09 2．1 0 1．0 0．39 0．31

1．1 0．15 1．3 0．01 0．9 0．07 0．11

O．6 0ユ1 0．51 0．5Q ・036 G．69 Oユ9

1．2 0．41 1．91 0．82 1．3 0．56 1．7

0．04 ．　0．00 0．07． 0．00 0．05 0．Ol 0

2．5 1．8 1．00 1．0 8．5 9．4 3．9

100．0 ユ00．0 100．0 100．0 100．0 100．0 100．0

2，730，243 5，784，167 7，743，823 15，644，120 3，433，851 2．，509，922 2，995，850

74．6 72．8 69．3 73．0 69．9 68．9 79．2

25．4 27．2 30．7 27．0 30．1 31．1 20．8

えたもの．

もの．
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3．明治前期岡山県の産業資料

　さて，この岡山県の産業構造の展開の始点である明治初期の産業あるいは農業の状態を

窺知し得るものとしては，ここでもまず『明治7年府県物産表』と『明治10年全国農産表』

をあげることができる。既述のごとく，『明治7・年府県物産表』は当時の府県ごとに，あら

ゆる生産物について，収量と価額を把握したものであるが，この岡山県は当時は旧美作国

の北条県，旧備前国の岡山県，旧備中国と今日は広島県に履する備後国の一部とからなる

小田県にわかれていて，それぞれについての把握となっているのである。この『物産表』

は，生産数量・生産価額の把握のみで，農産物についての作付面積の記載もなく，したが

って反別収量もあきらかにならず，生産条件をこれから窺知し得ないのであるが，しかし

府県ごとの物産構成状況を比較することによって，各府県の特徴や，地域的展開の度合を

知り得るのであり，さらには一助材料を併用することによって，当時の産業発展の状況をか

なりの程度あきらかにし得るのであり，またそのような検討が加えられてきているのであ

る。つぎに『明治10年全国農産表』であるが，これは作付反別が記載されていること，特に

品別記載がある1ことにより，同一県内における郡単位での状況を知ることができるのであ

る。岡山県の各地方ともに，特に旧美作地方は多数の小郡にわかれていたので，小地域の

状況を把握し得るのである。

　ところで，これまk’のところ岡山県近代史研究において，この『物産表』　『農産表』は

十分活用されてきているとはいいがたい。ここでは先にのべたような岡山県の産業構造の

推移を非鮒することの環として，この・物醸、による灘を試みてみるge昌昌はこ

の岡山県の物産構成を示したものである。この『物産表』は，まず種目別の生産数量・生

産価額を記載し，その総計を価額で表示した後，さらに計表をあげている。この計表は種目

別のものを種類別に集計しなおしたものである。この計表の総計と種．目別総計とが一致し

た数値となっている。第4表はこの種類別集計を古島敏雄氏の部門別分類基準にしたがっ

て部門別に集計したものを構成比で表示してある。岡山県の物産構成の特徴をみるために

主要工業府県と他の中国諸県をも表示してある。全国構成では農林水産物が68．9％，副産物

が31．1％であり，主穀生産を中心とする農業県の様相を呈している。これを府県別にみる

と，主要工業府県とされる東京・京都・大阪は工産物合計が52．5％～66，3％であり，それが

31．1％の浜田を最大とする中国諸県と大きく異なっている。農林水産物は東京が47．5％で
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その他の主要工業県はさらに小さいのに対して，鳥取県の79．2％を最大に，中国諸県はい

ずれも大きい。部門別物産構成において，この主要工業府県と中国諸県との差異は明瞭であ

るが，これら主要工業府県における工産物は，新しい萌芽は商品名の細部にはみられるもの

の，価額としてはみるべきものはいまだ存在しない，江戸時代の伝統のなかで成立した伝

言勺生産物が主体をなしているとされているのであ。て！iO）基軸産業の発展による主要工業府

県とそれをささえる地方産業県という後年の産業構造の展開にともなう地域的編成はいま

だ存在していないといえるのである。岡山県の内部についてみると，先にみたような地方

（旧染）別差異一格差はみられない。そこでは農産のウェイトが最大であD・た美作（北条

県）は，46．9％で，備前（岡山県）の62．7％を大きく下まわり，加工原料作物が備前（岡

LLI県）の4．6％を大巾にうわまわる8．4％にも達しているのである。工産物のウェイトも

備前をうわまわっているのである。「明治8年美作国物産表」　「明治10年美作国農産表」に

おける品目別の産額構成から，美作地方は特有作物が小さく，主穀生産が支心的であると

いう見解があるがSii）この物産構成の地域（国）別比較からは，むしろ多様な物産構成をも

つ地方であったことがあきらかとなるであろう。なお，県民1人あたりの物産額を算出す

ると，岡Ui県は7円67銭，北条県は7FIであって！i2｝両者間には大差はない。後年，岡1」1県

内にみられる地域的差異（＝南北格差）は物産構成等においてはいまだみることができな

いのである。

　なお，この『物産表』　『農産表』は，前者にあっては種R別検討や，後者にあっては生

産力的検討が可能なのであり，また各種の補助的材料を併用することによって，この時期

の岡山県の産業状況，経済発展の特質をあきらかにし得るであろう9i3）

　この『府県物産表』　『全国農産表』は，それぞれの問題関心からの活用がなされるであ

ろうが，本稿では岡山県における産業構造の展開という問題関心からその史料的位置づけ

を行なったのである。

　この『府県物産表』　『農産表』にひきつづく史料である『岡山県統計書』についてみて

いく。

　さて，この『岡山県統計11F』類であるが，この時期の刊行状況はつぎのようになってい

る。．

　『岡山県統計表』が明治12年度，13年度，14年度，『岡山県統計書』が明治16年度，17年

度，18年度，19年度，ほかに『明治10年岡山県治一・覧表』，『明治11年岡山県一覧概表』，
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そして『明治22年岡山県治一班』，以上である。明治10年，11年，そして22年のものは全県

一括の簡単なものであり，また『岡山県統計表』となっている明治13年分も，郡別記載が

みられるが，まだ産業面にはあらわれていない。なお，明治10年度からは『岡山県統計書』

はなく，明治19鞭につぐのは明2台3・鞭であ・て，明治2・鰍は欠落している！4）

　この『岡山県統計書』類における産業記載の状況を表示すると第5表のごとくである。

明治16年度頃からは農工生産をめぐる把握が一定程度行なわれているのである。すなわち，

明治14年からの主要農産物についての作付面積，収穫高のほかに，明治16年からは専業兼

業別農家戸数，自作小作別農家戸数が把握されている。このほかに，直接国税納入額によ

る県会議員選挙権者被選挙権者統計があるが，これは地租納入者の推移をみることができ

第5表　　『岡山県統計書』類における農工生産記載（明治10～19年）

農　　　　　　　’業 工　　業 その他

農産物 農業者㈲

物
産
反
別

収
穫
高

農
業
姦
勲
業
型

自
小
作
別

専
業
別

農
地
自
小
作
地
、
別

家
畜

養
蚕
●
製
糸

地
雨

農
事
瘤
種
塑
工
場

工
業
種
目
別

鰻
選
議
挙
選
権
議
者
・

地
所
質
入
書
入

明治10年 ●

11年 ●

12年 ●

13年 ● ● ○ ◎

14年 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

15年 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

16年 ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○

17年 O ○ 0 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

18年 ○ 0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

19年 ○ ○ 0 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

22年 ● ● ● ● ● ● ● ● ◎ ● ●　●

註　1）　各年度『岡山県統計書』類より作成．

　　2）　●は全県一括，○は郡別，◎は個別工場記載を示す．
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るものである。また地所質入書入統計が明治14年からユ9年にかけてあり，この時期の土地

移動の動向を窺知し得るものとなっている。明治14年度からの耕地自作・小作地別反別と

ともに，この時期の土地所有，土地移動の状況をみることができる。

　以上が『岡LLi県統計害』類である。明治10年代後半は逐次刊行され，記載も一一一］定租度と

とのったものとなっている。この時期はEl本資本主義における本源的蓄積期であり，この

本源的蓄積過程における岡山県下の状況を窺知し得るものとなっているのである。ところ

でこの『岡山県統計書』は以後は明治30年まで欠けているのであって，この本源的蓄積過

程の到達点の状況を『県統計Il業』からみることはできない。　『農事調査書』は明治21年に

ついての調査という，まさしくこの激動を経たあとの時点での把握となっているのである。

4，『明治二十一年岡山県農事調査書』

このたび刊行された『岡山県農事調査書』は吉岡金市氏の筆写本によったものであるが，

その筆写本は農事調査「現況」を欠いていて，

ない。同書の目次はつぎのとおりである。

　調査主眼

　　岡山県農業

　　岡山県農産物

　　備考

　葺f君区男lj農業

　　岡山区

　　御野郡

　　津高郡

　　赤坂郡

　　磐梨郡

　　和気郡

　　邑久郡

　　上道郡

このたびの刊行本にもそれはふくまれてい
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　り己島郡

　都宇郡

　窪屋郡

　下道郡

　賀陽郡

　土房郡

　哲多郡

　5可用～君「≦

　真島郡

　大庭郡

　久米北條郡

　久米南條郡

調査主眼の内容はつぎのとおりである。

　岡山県農業

　　農戸数，農人口，耕地反別，作付反別，農産収入，農家負担総額，収入負担差引残

　　額，農家負債総額，農家貯蓄総額，各項対照表（1人あたり，ユ戸あたり田畑・作

　　付反別・収入・負担・所得・貯蓄・負債），市郡別田畑反別・各種作付反別・人口・

　　戸数・農産収入．

　岡山県農産牛勿

　　種目別産額・価額・単イ立価額．

　備考

　　農業二関スル諸般ノ施設，農業教育及ヒ農業諸会ノ状況，田畑二町歩以下ヲ有スル

　　農家トニ町歩以上十町歩以下ヲ有スルモノト十町歩以上ヲ有スルモノトノ区別，自

　　作農自作兼小作農及ヒ小作農戸数，一戸耕作反別ノ広狭，田畑区書iノ大小，農家ノ

　　重二資本ヲ要スル事物及其季節，農家資金貸借期限ノ長短抵当ノ品目金利ノ高低，

　　土地売買ノ多寡及ヒ価額，土地書入質人ノ多寡及ヒ価額，農家二行ハルル売買ノ慣

　　習及ビ其実況農家力随意二有益ナル種苗ヲ購求若クハ交換シ得ヘキ便宜ナル諸設

　　置，重ナル肥料ノ種類及ヒ購求ノ便否　附問屋仲買ノ関係，農産種別輸出入，管内農

　　産物中管内二於テ消靡スルモノト管外二輸出スルモノトノ歩合，鉄道汽船及新聞水
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　　　路等運輸文通ノ便ニヨリ変化ヲ来セル農産物ノ実況（賃銭時間利用ノ死活等），地

　　　主ト小作人トノ関係　附規約損益国争等，雇人ヲ得ルノ難易及雇人ノ方法，人耕牛

　　　馬耕ノ割合，経界ノ暖畔二於ケル相互ノ習慣潅概掛引二関スル習慣等，農業．上二関

　　　スル旧藩慣例規約ノ存廃，開墾ノ現況，株場，切替畑，荒地反別．

　市郡別農業の内容はつぎのとおりである。

　　岡山区

　　　農戸数，農人口，耕地反別，作付反別，農産収入総額，農家負担総額，収入負担差

　　　引残額，農家負債総額，農家貯蓄総額，，各項対照表（農家1人，1戸あたり田畑・

　　　作付反別・収入・負担・所得・貯蓄・負債），岡山県農産（種目別産額・価額・単

　　　位価格〉，岡山区一全区反別・町数・戸数・入口・田畑・宅地・原野・其他．

　　岡山区農業備考

　　　地質及土性，気候，農産物中需用二余アル品及ビ不足ノ品，虫送雨乞祭日挿苗等二

　　　関スル風俗慣習，専業農家及兼業農家ノ生活，余業ノ種類，農家労働ノ状況，一ヶ

　　　年休業日．

　　区内ノ欠点トスルモノ

　　他郡二比シ較整備セルモノ

　以上である。

　区内ノ欠点トスルモノは岡山区の場合は，負債ノ多キ事をあげ，他郡二比シ較整備セル

モノとしては，交通運輸ノ便ナル事，肥料ヲ得ルノ便ナル事，菓実疏菜販路ノ便ナル事，

をあげ，その情況を記している。以下，御野郡等19郡が同様の項目によって記載されてい

る。

　「調査主眼」の岡山県全体のものについてみれば，いずれもこの時期の，岡山県農業の実態

を示すものとして重要なものである。岡山県農業の項目，岡山県農産物の項目，備考のうち

の田畑二町以下ヲ有スル農家ト……有スルモノトノ区別（以下，規模別耕地所有状況），自

作農…小作農戸数（以下，自小作別農家状況），一一戸耕作反別ノ広狭（以下，耕作規模別農

家構成），田畑区画ノ大小，土地売買ノ多寡及ビ価額，土地書入質入ノ多寡及ビ価額，、農産

種別輸出入，管内農産物中管内二於テ消靡スルモノト管内二輸出スルモノトノ歩合（以下

管内農産物の管内消費・移出），開墾ノ現況，秣場，切替畑，荒地反別，は統計数値が記載

されていて，いずれもこの時期の農業生産をめぐる事情を数量的に把握するうえで貴
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重なものとなっている。特に規模別耕地所有状況，耕作規模別農家構成は明治4ユ年の

農会農事調査によってはじまるこれら統計把握に先立つ時点での唯一のものであること

によって，この間の動向を検討するうえでもきわめて貴重なものなのである。しかしこれ

らの諸数値は，岡山県農業のうちの各項対照表中の負担・所得・貯蓄・負債，市郡別田畑

反別・各種作付反別・人口・戸数・農産収入，備考のうちの農産種目輸出入，管内農産物

の管内消費移出，を除くそのほかはすべて『農事調査表』に収録されているのであって，

これまでもそれによって使用することができたのである。このたびの『岡山県農事調査書』

によってはじめて利用できるようになったものは，『農事調査表』に収録されていなかった

統計と，以上を除く備考の項目である。この備考での農業諸事情についての説明は当時の

情況を伝える貴重な資料なのである。

　この『岡山県農事調査書』のうちの「市郡別農業」は，すべて今日はじめて公開された

ものである。これによって多様な地域からなる岡山県の郡別・地域別の検討という，より

具体的に農業事情を把握し得るのである。ところでこの『岡山県農事調査書』の「市郡別

農業」は郡区すべてを収録しておらず，いくつかの部分が欠落している。それは浅口郡，

小田郡，後月郡と西西条郡・西北條郡・東南條郡・南北條郡（以上が後の苫田郡）勝北

郡・勝馬郡（後の勝田郡），吉野郡・英田郡（後の英田郡）である。浅口・小田・後月3

郡は備中に属し，その他は美作に属する。このゆえにこれら欠落している諸郡については

その事情はあきらかでないし，また各郡ごとの記載からの集計によって全県統計を知るこ

とも不可能である。後者の一例として全戸日中の農家戸数の割合ということをあげると，

「市郡別農業」の各郡市ごとのものの集計によってはじめて得られる全戸数は，欠落郡が

あるために算出できないのである。このようにいくつかの郡のものが欠落しているという

大きな制約はあるが，調査繕果のある郡については農業事情は具体的にあきらかとなるの

であり，この各郡別の最も基本的なものが「調査主眼」の市郡別田畑反別・各種作付反別・

人口・戸数・農産収入において表示されていることによって地域的差異をも一定程度あき

らかにし得るものとなっているのである。

　さて，冒頭に述べた観点から，以下この『農事調査書』による若干の検討を行ってみた

い。農業生産額については主要農産物ごとの生産額を合計することによって主要農産物価

額として得られるが，工業生産額がほぼ網羅的に把握されるのは明治42年からの全国の職

工5人以上工場調査の結果である『工場・統計表』によってである。ここにはじめて農工生

一134一



『「凋2台ニーf一一・年岡LLI県農…・事’tJSJ査｛㌣』　　135

産額の把握が可能となり，第1表もまたこのようにして作成したのであるが，それに先立

つ時点において全生産額を把握しているのが先に検討した『明治7年府県物産表』と，こ

の明治21年の『農事調査表』なのである。第6表は岡山県の物産構成の特徴をみるために

作成したものである。東京・京都・大阪という主要工業府県としてあげられていたものは，

この年も工産額のウェイトは全国より大きく，農産額のウェイトはいずれも全国より小さ

い。これに対して中国諸県は農産額のウェイトが全国より大きいのは島根のみであり，他

方，工産額のウェイトが全国をうわまわっているのは島根，岡山，広島の3県である。岡

山県は農産額のウェイトにおいて全国平均より小さく，工産額のそれにおいて全国平均よ

り大きいのである。東京が極端に農産額のウェイトが小さく，工産額のそれが大きいのに

対して，大阪が前者は全国平均を下まわり，後者はそれをうわまわるとはいえ，大きなひ

第6表　主要工業府県・中国諸県物産構成（明治21年）

物　　産　構　　成

物　　産
1人あたり

ｶ　産　額農産 米 工産 水　産

東　京
　　　　P．1
P7，526，194

　％
Q1．1
　　　　％
V．O（33．3）

　％
V5．3

　％
R．6

出銭ノ璽

P0．75．3

京　都 15」98β62 43．6 21．1（48．3） 55．6 1．8 15．73．4

大　阪 12，193，156 67．7 33，6（49．6） 30．8 1．5 9．26．2

岡　山 ユ3，344，594 70．6 41．4（58．6） 25．1 4．3 12．40．0

広　島 11，249，526 70．1 35．8（51．1） 24ド2 5．7 9．81．5

山　口 12，356，111 69．8 44．1（63．2） 21ユ 9．1 13．59．2

島　根 6β24，227 79．6 44．4（55，8）． ユ2．2 8．ユ 9．8ユ．5

鳥　取 6，547，924 67．7 29．7（43．8） 29．3 3．0 16．46．0

全　国 460，065，965 72．5 34．1（47．1） 23．9 3．4 13．50．3

註　1）　　『農事調査表』　（巻ノ1）より作成．

　　2）　米の（）内は農産額中の米産額の比率を示す．
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らきはなく，『物産表』段階とくらべて工業県的色彩が大きく後退しているようにみうけら

れるであろう。これは明治7年には大阪には含まれていない和泉や摂津の大阪分が加わっ

たことによって農産額のウェイトが大きくなったものと思われる。大阪府全体としてみれ

ば農産額のウェイトはこのように大きくなったものと思われる。東京は農産額のウェイトがき

わめて小さく，工産額のそれがきわめK大きいが明治21年にもなお神奈川に属している三多

摩分が加わるならば，この農産額のウェイトははるかに大きくなり，工産額のそれは小さくな

るであろう。いずれにしてもこの時期にもなお後年の日本資本主義確立段階にみられるよ

うな主要工業府県と中国諸県との類型的差異は必ずしも明確とはなっていないのである。

　ところで『岡山県農事調査書』には農産物以外の物産記載がなく，したがって，物産構

成によってこの時期の岡山県の内部の地域的編成を検討することはできない。その他のい

くつかの事項によって検討していきたい。

　まず，農業経営構造であるが，岡山県内部の検討に先立ち，まずこの岡山県全体の特徴

をみておこう。水田率は68％で全国平均より大きく，また耕地利用率もたかい。しかし1

戸あたり，1人あたり平均の耕地面積，耕作面積のいずれにおいても全国平均を下まわる。

経営規模別構成においても1．5町歩以上は全国平均の！5％の半分程度の8％にすぎず，そ

れ未満の，特に8反歩未満のウェイトがたかい。水田のウェイトがたかく，よく利用され

　　　　　　　　第7表　中国諸県の農業経営構造（明治21年）

1戸あたり 1人あた　り 経営面積別戸数割合農
家
率

水
田
率

難
訓
率 耕地面積 作付面積 耕地面積 作付面積

1．5町
煦ﾈ上

8反歩
ﾈ　上

8反歩
｢　満

岡　山
　％
V4．9
　％
U8．0
　％
P50．0
町反畝歩
@7．1．0

町反畝歩
P．0．8．27

反畝歩
P．5．0

反畝歩
Q．3．2

％
8

％
2
6

％
6
6

広　島 72．0 66．6 152．0 5．8．21 8．9．15 1，1．28 1．8．6 7 23 70

山　口 60．0 69．6 152．9 ＆8．／1 1．44．6 1、7．24 2．8．13 10 27 61

島　根 62．9 57．2 121．1 1．0．3．0 1．2．7．13
　’
Q，1．18 2，622 9 32 59

鳥　取 71．2 72．4 152．3 7．8．19 1．2．4．2 1．5．15 2．4．13 7 31 62

全　国 66．1 57．7 132．5 9。8．22 1．3．5．28 1．8．7 2．5．9 15 30 55

註　1）　　『農事調査表』　（巻ノ1）より作成．
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ているものの，経営規模は小さい。これが岡山県全体の特徴である。なおこの岡山県の自

小作別農家構成，耕地所有規模別構成をみると（第8表），岡山県は自作農のウェイトが

小さいが，小作農もまた小さい。土地所有規模別では2町歩未満の零細規模層が多く，耕

地所有者の92．4％が耕作を行なっている。零細な土地をもち，若干の耕地を小作し，これ

ら耕地を有効に利用している。1人あたり耕地面積，耕作面積の小さいことは，相対的に

余剰労働力が多いことを示すがこれら余剰労働力は余業と結びついていたであろう。

　この岡山県を構成する地域別特徴をみていくが，まず第9表は岡山県の諸地方ごとの農

業生産状況を概括したものである。備前は水田率がたかく，水稲のウェイトがたかい。耕

地利用率も最大であるが，1戸あたり，1人あたり耕作面積は必ずしも大きくない。美作

地方は！戸あたりでも1人あたりでも，耕地面積，耕作面積ともに最大で，震産収入

も小さくない。これは農産収入であった先の第3表でみた県民1人あたり生産額と直接対

比できないが，この第9表での農産収入の差異が小さいことから，後年のごとき地域的差

異はいまだ明確には形成されていないものと思われるのである。

　しかし，とはいえこの調戯1県を構成する諸地域には，その地理的社会的事情によってす

でに大きな差異が存在してことはいうまでない。その一例を肥料の事情についてみていこ

第8表　中国諸県の自小作別農家構成・土地所有状況（明治21年）

自小作別農家構成 耕　　地　　所　　有　　者　　数

所　有　規　模　別 耕作・不耕作地主

自　作 自小作 小　作 （合　計） 10町歩
ﾈ　．L
2町歩
ﾈ　上
2町歩
｢　満
耕　作

n　主
不耕作

n　主

岡　山

L　島

R　口

〟@根

o　取

　％
Q7．4

R4．5

R8．1

Q8．9

Q0．2

　％
T5．7

T2．5

S6．2

S5．5

S7．9

　％
P6．9

P3．1

P5．6

Q5．6

R0．1

　　　戸
P54」03

P69β03

P08，346

ﾅ，589

S6，／61

　％
O．37

O．23

O．35

X．6

O．77

　％
T．3

S．3

X．0

X．8

V．4

　％
X4．3

X5．5

X0．7

W0．6

X1．8

　％
X2．4

X1．7

X9．8

X7．5

W7．3

　％
V．6

W．3

O．2

Q．5

P2．7

全　国 33．3 45．1 2L5 3，974，471 1．0 11．7 87．3 87．5 12．5

詫　1）　　『農事調査表』　（巻ノ1＞より作成．
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第9表　岡山県農業経営構造（明治21年）

農　　　　　　家 耕　　　　　　　　　　　地 農

戸　　　数 人　　　口 耕地面積 水　田　率 耕地利用率 農産収入

備　　前
　　　戸
T6，163．

　　　人
Q49，108

　　　反
R62，279

　％
V9．0

　　％
P66．1
　　　　円
R，359，399

備　　中 751861 369，356 510，991 与5・6 149．5 3，872，898

美　　作 39，335 190，113 374，797 68．2 139．1 2，191，259

全県合計 ！71，359

@　　　1
808，577 ！，248，067 66．1 15ユ．2 9，423，556

註　1）

　　2）

　　3）

町司山県農事調1査書』　より作成．

農産の米産額比率（）内は，　『農事調査甚F』の「市郡別農業」に記

農産収入の全県合計は9，423，496円となっているが，本表のそれは各

う。肥料の自給から購入への推移こそ商品経済の進展摩のなによりの指標であり，また肥

料は日本近代における農業生産の発展の条件になったものであるからである「。この『岡山

県農事調査書』は岡山県下の肥料について「県下農作二要スル肥料ノ重ナルモノハ人糞柴

草油粕焼討粕緋見目」で，「人糞尿柴草等」が「自肥」で「油粕焼酎粕緋々粕」が「金肥」

ある。「両目ノ南部ニチハ金肥ヲ施スモノ多ク中部以北及美作国．ニチハ概ネ自肥ヲ用ス」と

している。以下各郡の状況を具体的にみていこう。

　岡山区　一一糞尿及油粕其他肥料ハ総テ岡山市中二於テ得ルニョリ…

　御野郡　一岡山市二接続シ玉島港ヨリ輸入スルニ海路ハ…陸路ハ…肥料ヲ得ルノ仁多

　　　　ク…数多ノ仲買人アルテ以テ…

　津高郡　南部ハ岡山市街接近ノ割賦テ肥料ヲ得ルノ便多シ

　赤坂郡　■■中部以北ハ山多ク柴草二富メルヲ以テ農家労働ニヨリ之ヲ得ル…以南ハ柴草

　　　　多カラズトイヘドモ魚肥ヲ購入スルニ北部ヨリ梢や便ナリ…

　磐梨郡　　（記載なし）

　和気郡　　（記載なし）

　邑久郡　・・東南ハ牛窓港水門湾アリ東北ハ三二沿ヒテ上道郡西大寺村二接シ肥料ヲ得ル

　　　　　　　　　　　（ママ）
　　　　ノ便殊二宜シ…専ヲ全地方ヨリ輸入ヲ仰クナリ

　上道郡　■■西大寺金岡九幡ノ三村ハ…商佑多シ…問屋仲買人等旧地ニアリ故二肥料ヲ得
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産 1　　戸　　あ　　た　　り 1　　人　　あ　　た　　り

米産額比率 耕地面積 耕作面積 農産収入 耕地面積 耕作面積 農産収入
　％
V0．8

反畝歩
U，4．15

　反外歩
P0．7．3

　「1．1銭厘

T9．81．4
反回歩
P．4．15

反山歩
Q．4．6

　F【1銭厘
P3．48．5

（59．1＞ 6．7．12 10，020 51，5．3 1．3．24 2．0．20 10，48．6

（50．9） 9．5．9 13．2．15 55．70．3 1．9．21 2．7．12 11．52．6

58．6 7，2．24 U．0．3 54．99．2 1，5ユ3 2，3．10 11．65．4

載のある部分について算【IP駈したもの．

郡分を合計したもの．

　　　ルノ隔世タ容易ナリ殊二岡山市街二接スルヲ以テ…舟車ヲ以テ之ヲ得ルニ難カラ

　　　ス．…問屋仲買人等ハ多ク北海又ハ大阪神戸兵廊四国九州ヨリ輸入二仰ク…

児島郡　■■下津井日比等ノ港湾及田野天城ノ名邑アリ加之船舶ノ便アリ…中央以西ハ県

　　　下浅口郡玉島港ヨリ輸入ヲ仰ク…

都宇郡　・・玉島港口児島地方ヨリ購入スル事多シ

窪屋郡　交通運輸ノ便ナルノミナラズ隣郡二玉島及ヒ下津井等ノ港アルニヨリ肥料ヲ得

　　　ル事至テ便ナリ

下道郡　油粕ハ当地方ヨリノ産物乾緋ハ浅口郡玉島村ヨリ船車ニテ運搬シ…仲買人小
　　　〔ママ）

　　　買人等大概各村内二若干ノ営業人アルニ’ヨリテ…

賀陽郡　・・総社足守庭瀬等ノ小都会アルガ為メ肥料ヲ得ルノ便多シ

上房郡　・重二柴草人糞ヲ以テ肥料二当テ…高梁市街ノアルァリテ人糞ヲ得ルノ便宜ヲ
　　　　　（ママ）

　　　得又紫草肥ハ各村落皆秣場アルヲ以テ…
　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）
哲多郡　一全体二用フル所ノ肥料ハ紫草堆肥牛馬踏肥人糞尿ノ数種…紫肥ノ如キハ何レ

　　　モ自家近辺ノ山林等ニテ之ヲ採取シテ堆積シ又ハ自家厩舎ノ飼牛二躁燭セシム其

　　　人糞尿モ之ヲ近隣二要メ得ル等…僅二油粕石灰等ヲ求ムルE，ノアルニ是亦郡内二

　　　之ヲ得ルノ便アリ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ママ）
阿賀郡　・・主タル肥料厩肥堆肥ノ如キハ紫草山ノ広漠タルアル且ツ牛頭ノ多キヲ以テ…
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　真島郡　一一肥料ハ凡テ山草ヲ重トセシニ因リ南部ハ草山二遠ク充分ナラザルドモ北部ハ

　　　　山巡ニシテ最モ便ヲ得タルナル

　大庭郡　■一柴山多キヲ以テ柴草ヲ得ルニ便ナリ

　久米北條郡　・・重二柴草藁等ヲ肥料二供スル…偶々油粕焼酎粕等ヲ用ユルモ少数ナルガ

　　　　故ニ…

　久米南條郡　肥料ハ重二山野ノ柴草ヲ苅り来ルモノニテ四方皆山ナレハ頗ル便利…購入

　　　　スヘキ肥料ハ過半不便ヲ感スル土地二多シ

　ここには岡山県の県南部地方と県北部地方との間に明確な相違のあることが示されてい

ワ　mft’」・　ワ　　　V　mロmレ「［’1．t・＋ロコ　「　mSrt、±・脚レコ＝L・しJL・mIlh＃L」sV－L’．　L　，．聰．ヴ　　　一・L．爪一XS・EFI）　▽温州　V　L　Tt
QVノ曳の《）Q　L．V／li巳4h）t・IVttt：1一［vノ↑員雨量よ1山∫地ノJVノ辰釆’土1生ノJl一ね由りQ一疋Vノ左共乞一アニ嚇aて

るものであるといえよう。この時点には県南地方では後年の岡山県を特徴づける紡織産業，

特に紡績業の展開がはじまっているのであり，やがて県南地方における農工両面の発展に

より地域差が明確となり，地域的編成が進行するのである。

　『明治二十一年岡山県農事調査書』はそれぞれの問題関心による多様の検討がなされる

であろうが，本稿では冒頭に述べたような観点からの多少の検討を行ない，それの史料的

位置づけを行なったのである。
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